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鳥取市青谷町版総合戦略【第２期】の概要について 

 

１．策定の趣旨 

平成２５年度に策定した、「鳥取市新市域振興ビジョン」に掲げる事業や取

組を、具体化、明確化するものとして、平成２７年度に策定した青谷地域の独

自計画である「青谷町版総合戦略」が、令和元年度で終了したことを受け、鳥

取市第１１次総合計画、第２期鳥取市創生総合戦略が、令和３年度からスター

トするにあたり、新市域振興ビジョンの改訂が行われる中、地域課題への取組、

さまざまな資源の効果的な活用等、今後のまちづくり・地域振興の指標となる、

地域性を反映した青谷地域固有の計画の必要性に鑑み、令和３年度を起点とす

る「青谷町版総合戦略【第２期】」（以下「本戦略」という。）を策定します。 

 

２．本戦略の位置づけ 

本戦略は、住民参画のもと、青谷地域の活性化とにぎわい創出を図るため、

「夢と希望」を持ってまちづくりに取り組むための指針として位置づけます。

鳥取市第１１次総合計画等の上位計画による施策を基本としながら、今後の地

域振興・活性化を図るために、創意工夫を凝らした主要施策、取組をまとめた、

新たな計画として策定します。 

 

３．本戦略に掲載する施策 

本戦略に掲載する施策については、従来の多方面にわたる事業を網羅した

「総合」施策計画ではなく、青谷地域の新たなまちづくり展開に特化した、基

幹的重要施策を柱として、以下の主要な施策、取組を掲載します。 

○新たなまちづくりの核となる重要な施策 

○鳥取市新市域振興ビジョン推進計画の中の主要施策（再掲） 

○第１期青谷町版総合戦略に掲載された施策の中で、継続して取り組むべき 

主要施策（再掲） 

○鳥取市新市域振興ビジョンに掲載されていないソフト事業等 

○発展的な視点、創意工夫を持って練り直した新規事業 

 

４．まちづくりの総合的テーマ 

青谷地域がめざすまちの将来像として、次の総合的テーマを設定します。 
 

「いつまでも暮らしたい、住んでみたい、歴史に彩られた 

活気とにぎわいにあふれるまち 青谷町」 
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５．まちづくりの基幹をなす重要施策 

総合的テーマを実現するため、次の施策を、まちづくりの柱となる基幹的重

要施策として定め、これと結び付けたストーリー性のある施策展開を図り、実

施施策の相乗的効果を高めていきます。 
 

基幹的重要施策：青谷上寺地遺跡整備による交流人口とにぎわいの創出 

 

 

≪基幹的重要施策と目標設定により取り組む関係施策の考え方≫ 

 

 

 

６．施策取組の指標となる基本目標 

上位計画の基本方針、目標を踏まえ、まちづくりの総合的テーマを実現する

ために、次の基本目標を設定します。 

Ⅰ 地域コミュニティ推進による住民活力の創出 

Ⅱ 地域利便の向上による住み良さの創出 

Ⅲ 地域資源の磨き上げと連携によるにぎわいの創出 

Ⅳ 安全な生活環境の整備による安心の創出 
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７．施策展開の体系 

青谷地域の総合的まちづくりテーマ「いつまでも暮らしたい、住んでみたい、

歴史に彩られた活気とにぎわいにあふれるまち 青谷町」実現のため、基幹的

重要施策 「青谷上寺地遺跡整備による交流人口とにぎわいの創出」と関連づ

け、効果的な施策推進を図る上で、基本目標ごとに取り組む施策の体系を、次

のとおり定めることとします。 

 

青谷町版総合戦略【第２期】の施策体系 
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 Ⅰ 地域コミュニティ推進による住民活力の創出 

施策１ 地域コミュニティの再興 

施策２ 地域活動への参加促進 

施策３ 伝統文化の保護と継承 

Ⅱ 地域利便の向上による住み良さの創出 

施策１ 生活インフラの整備 

施策２ 商店街の再興と創業支援 

施策３ 宿泊と居住基盤の整備 

Ⅲ 地域資源の磨き上げと連携によるにぎわいの創出 

施策１ 観光資源の連携と再編 

  施策２ 歴史資源の利活用の推進 

施策３ 伝統産業の活性化 

施策４ 商工業・地場産業の振興 

施策５ 農林漁業の付加価値の向上 

施策６ 青谷高等学校の魅力創造 

施策７ 地域資源の磨き上げ 

Ⅳ 安全な生活環境の整備による安心の創出 

施策１ 地域の安全環境の整備・向上 

施策２ 住民防災意識の向上と組織育成 

施策３ 生活弱者等の安全環境の構築 

施策４ 健康・福祉の充実 

 

 

 

８．戦略の期間 

本戦略の期間は、令和３年度から令和７年度までの５年間とします。 

（Ｒ３．４．１～Ｒ８．３．３１） 

 

－　3　－



4 

９．取組の進捗管理と成果の評価 

本戦略に掲載する主要推進施策については、毎年度の取組状況・実績を青谷

地域振興会議で報告し、進捗を管理しながら、それぞれの達成指標により評価

するとともに、適時必要な見直し等を行っていきます。 

 

 

 参考  青谷地域における人口の将来推計  
 

鳥取市人口ビジョンにおける将来人口推計方法を使用して、青谷地域の将来

人口を推計しました。2015 年の国勢調査時人口 6,131 人は、2040 年には 4,317

人（約 29.6％減少）、2050 年には 3,697 人（約 40.0％減少）と、前回推計

（2010 年国勢調査値をベース）と比較して、6％以上の比率で人口減少が進む

と推測されます。 

 

＝青谷地域人口推移のシミュレーション＝ 

 

※青谷地域の将来人口推計に使用した鳥取市人口ビジョンの人口の将来展望推計条件 

①基準人口：2015 年 10 月 1 日現在（国勢調査値） 

②合計特殊出生率：2018 年の 1.50（前回 1.55）が 2030 年に 1.8（前回同じ）に、2040 年には 

2.07（人口置換率・・前回同じ）に上昇する仮定で目標を設定。 

③社会移動の状況：2010 年→2015 年の移動率が維持されると仮定。 
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ＩＤ 大項目 項目 施策
新規・

継続の別
内容 現状 目標 実施主体 具体的実施施策 重点施策との連携 達成指標 担当課

1
Ⅰ 地域コミュニ
ティ推進による
住民活力の創出

１．地域コミュ
ニティの再興

ボランティア活動
の促進

新規
各種ボランティア活動
の推進による特色ある
地域活動の展開

青谷上寺地遺跡関係では、県が
各種団体に委託している草刈り
などのスーパーボランティア事
業がある。

青谷上寺地遺跡スーパーボラン
ティア事業の充実と各地域まち
づくり協議会や各種団体のボラ
ンティア事業の推進

総合支所
まちづくり協議
会
各種団体

①スーパーボランティア事業を活用した地域
の特色づくり
②まちづくり協議会事業の再興及び充実
③既存実施団体等への新たなボランティア活
動展開の提案等
④「地区緑化事業」を活用した各地区の美観
環境整備の取組促進

青谷上寺地遺跡一帯でだけでなく、各地域で四季
折々の花等（桜、菜の花、ひまわり、ソバ畑、アジ
サイ、コスモス等）を栽培し、地域の新たな魅力づ
くりへの取組みを促進する。来町者増加による全地
区の賑わい創出と、住民のボランティア活動成果に
よる自信と活力を引き出す契機としていく。

令和7年度までに、各地
区で特色あるボランティ
ア活動を1つ以上実施す
る。

地域振興課

2
Ⅰ 地域コミュニ
ティ推進による
住民活力の創出

２．地域活動へ
の参加促進

青谷上寺地遺跡展
示館の利活用

新規
青谷上寺地遺跡展示館
建物の利活用

現青谷上寺地遺跡展示館は、青
谷上寺地遺跡の史跡整備による
令和5年秋のガイダンス施設
オープンに伴って、廃止となる
見込みである。

廃止後の有効な利活用について
検討し、地域の活性化につなげ
ていく

総合支所

青谷上寺地遺跡展示館建物利活用検討委員会
を立ち上げ、青谷ようこそ館や旧青谷町商工
会館を含む一帯の利活用・賑わい創出の観点
から、利活用方法を検討する

イベント開催や青谷上寺地遺跡の観光客を対象とし
た利用、Wi-Fi環境整備によりリモートによる仕事
場、憩いの場としての利用（サロン、子ども食堂
等）など、様々な利活用方法を検討し、地域住民の
利用の可能性も探る。

青谷上寺地遺跡展示館建
物利活用検討委員会を立
ち上げ、地域からの意見
等を反映した施設の活用
をする。

地域振興課

3
Ⅰ 地域コミュニ
ティ推進による
住民活力の創出

２．地域活動へ
の参加促進

障がいのある人の
参加促進

新規
障がいのある人の社会
参加の促進

障がいのある人に対する理解が
進まないためか、障がいのある
人が社会参加できる機会が限定
的。

障がいのある人が参加できる業
務・イベント等の情報を入手し
関係団体へ提供する体制を整備
し、地域への参加促進を図る。

総合支所
各種団体

①施設の維持管理やイベント等、障がいのあ
る人が参加可能と思われる情報の入手⇒団体
への伝達体制の構築
②施設の維持管理やイベント等への参加促進

青谷上寺地遺跡が整備されることにより、障がいの
ある人が参加可能な業務・イベント等が増加すると
推察される。これを好機ととらえて参加を促し、生
きがいづくりに寄与する。
また、この取組みを新しい町の姿として広く広報し
たり学校教育で取り上げることにより、青谷町の新
たな魅力を創出する。

構築した伝達体制によ
り、障がいのある人たち
がイベント等へ参加す
る。

市民福祉課

4
Ⅰ 地域コミュニ
ティ推進による
住民活力の創出

２．地域活動へ
の参加促進

美化活動への参加
促進

新規 美化活動への参加促進
町内各所では、依然ゴミのポイ
捨てが散見され、美観を損う要
因となっている。

より一層の美化活動への参加啓
発と活動実施

総合支所
青谷町自治連合
会
各種団体

①観光資源への観光客向けの美化活動を促す
看板の設置
②保小中高及び市民による美化活動の促進
③青谷全地域を対象とする美化活動推進に係
る新たな住民運動の立上げ及び重点取組日等
の設定

青谷上寺地遺跡整備に伴い、観光客の増加とこれに
伴うごみのポイ捨て等の環境問題の増加が懸念され
る。青谷上寺地遺跡を含む青谷地域全域で、園児・
児童・生徒をはじめ市民がこれまで以上に美化活動
に取り組むことにより、遺跡の魅力の維持・向上、
きれいな青谷をPRすることによる遺跡へのリピー
ターの増加、地域住民への環境美化意識の高揚等を
目指す。

青谷上寺地遺跡に焦点を
当てた美化活動の実施と
美化意識を啓発する看板
の設置。

市民福祉課

5
Ⅰ 地域コミュニ
ティ推進による
住民活力の創出

３．伝統文化の
保護と継承

青谷の文化伝承 新規
青谷に伝わる民話の語
り部、伝統文化の継承

青谷に由来する民話や伝統文化
の継承をする機会が少なくなっ
ている。

小・中学生等を対象に、民話を
聞く機会や、伝統文化を伝える
機会を作る

総合支所
青少年育成青谷
町地区協議会

①青少年育成青谷町地区協議会の事業の中
で、青谷に伝わる民話や伝統文化について話
を聞いたり体験したりする機会を設ける。

青谷上寺地遺跡はもちろんのこと、青谷に由来する
民話や伝統文化に触れることで、郷土愛を深め、伝
承者の育成を図る。

伝承者を発掘し、活動グ
ループを立ち上げ、伝統
文化を継承する。

青谷町分室

6
Ⅱ 地域利便の向
上による住み良
さの創出

１．生活インフ
ラの整備

生活交通運行対策 継続 生活交通運行

日ノ丸自動車（勝部線、日置
線、長和瀬線）、市有償運送
（絹見線、青谷浜村線）を運行
中。

地域生活交通の維持確保及びオ
ンデマンド方式等の運行形態の
検討

総合支所
まちづくり協議
会等

①青谷地域生活交通協議会の運営・協議の実
施
②青谷地域に適したバス路線の運行のあり方
の検討
③共助交通やバス代替タクシーなどによる運
行区域拡大と利便向上の検討
④生活交通を活用した青谷上寺地遺跡を含め
た地域資源のＰＲの実施

ＪＲ青谷駅利用者が青谷上寺地遺跡を訪れる際の、
地域交通路線の運行を図り、地域住民及び来町者の
利便を向上するとともに、乗客や通学児童に向け
て、青谷地域の歴史・自然等の情報を提供すること
により、魅力伝達や地域学習の増進を図る。

観光客も利用できる形で
の、生活交通手段を構築
する。

産業建設課

7
Ⅱ 地域利便の向
上による住み良
さの創出

３．宿泊と居住
基盤の整備

居住環境の整備 新規 居住可能施設の整備

グリーンハイツあおや、望町分
譲地ともに入居者募集PRは行っ
ているが、応募問い合わせ件数
は低水準にとどまっている。

グリーンハイツあおや入居者、
望町分譲地購入者をはじめとす
る町内居住施設への入居者を増
やす

総合支所

①グリーンハイツあおやへのお試し入居など
柔軟な宿泊・入居の可能性を模索する。
②青谷上寺地遺跡訪問者へ入居者募集情報や
望町団地分譲情報などをPRする。

町内の居住可能な施設やその環境をソフト・ハード
両面で整備し、青谷上寺地遺跡の訪問者にPRするこ
とにより青谷町への移住・定住人口を増加につなげ
る。

青谷上寺地遺跡をからめ
たイベントなどの際に、
創意工夫を凝らした入居
者募集・PR活動を年1回
以上行う。

産業建設課

8

Ⅲ 地域資源の磨
き上げと連携に
よる賑わいの創
出

１．観光資源の
連携と再編

観光資源の活用と
PR

新規
インパクトのある青谷
町のPR

来町される方に対する青谷上寺
地遺跡整備のPRが十分に行われ
ている状況にない。

県内外への青谷町の魅力発信

総合支所
青谷地域にぎわ
い創出実行委員
会
県青谷上寺地遺
跡整備室
各団体

①青谷地域にぎわい創出実行委員会の青谷上
寺地遺跡利活用部会の立ち上げ（R３年度）
②コスモスの見頃に合わせて「青谷上寺地ま
つり」を開催

秋のコスモス畑は山陰道から見える位置にあり、県
内外の人が青谷インターで降りている。Ｒ２年は２
000人を超える来訪者と新聞報道等の効果もあり、
「青谷町にコスモスのきれいなところがある」とい
う認識が広がった。コスモス等のシーズンに合わせ
て「青谷上寺地まつり」を開催することで、青谷上
寺地遺跡と青谷町を来町者に印象づけ、より効果的
なPRを行う。

青谷上寺地遺跡利活用部
会の立上げによる「青谷
上寺地まつり」を開催、
効果的なPRを展開す
る。

地域振興課

9

Ⅲ 地域資源の磨
き上げと連携に
よる賑わいの創
出

１．観光資源の
連携と再編

観光振興の促進 新規
宿泊可能施設の整備と
土産品等の開発

町内に宿泊可能施設はほとんど
ない。また、青谷を強く印象づ
ける地域の食やお土産品が十分
に提供できる環境にない。

町内の宿泊可能施設を整備し、
町内宿泊客を増やし周辺を観光
してもらうことにより、観光振
興の促進を図る
特色ある青谷の食や土産品を開
発し、リピーター増加を図る

総合支所
西商工会
事業者

①町内民間宿泊可能施設（旅館業者、民泊対
応事業者など）の整備の推進
②井手が浜多目的広場や、かちべ伝承館に隣
接する田原谷農村公園などをキャンプ場とし
て整備する
③町内飲食店や商工関係者等との協力による
新たな「食」「土産品」の開発を推進する
④土産品のアイデア企画の公募

町内宿泊者に青谷上寺地遺跡を中心にその周辺観光
していただくことにより、滞在型観光の振興を図
る。また、青谷に来町された方に、青谷上寺地遺跡
とコラボした新たな「食」や「お土産」を開発、提
供し、青谷観光を強く印象づけ、繰り返しの来町を
誘発する。

①宿泊可能施設の整備の
推進。

②キャンプ場の環境を整
える。

③青谷の新たな「食」
「土産品」の開発

①③④地域振
興課

②産業建設課

≪ 取市  町版総合戦略【第2期】施策体系 覧≫
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10

Ⅲ 地域資源の磨
き上げと連携に
よる賑わいの創
出

１．観光資源の
連携と再編

地域振興の促進 新規 地域情報の発信
町内外への青谷上寺地遺跡整備
のPRが足りない。

青谷上寺地遺跡を集中的にPRし
訪問者増加を図る

総合支所
青谷町観光協会
県青谷上寺地遺
跡整備室

①青谷上寺地遺跡をイメージしたキャラク
ターを検討する
②支所公用車に青谷上寺地遺跡のシール・マ
グネットでPRする
③テレビやラジオなどメディアへの情報提供
や、SNS等を活用した情報発信の強化
④青谷上寺地大使（青谷観光大使）の任命

青谷上寺地遺跡をイメージしたキャラクターを検討
し、PR活動に利用する。
支所の公用車等にシールやマグネットを貼り付け町
内外でPRする。

イメージキャラクターを
検討し、デザイン募集を
行い、着ぐるみを製作す
る。

地域振興課

11

Ⅲ 地域資源の磨
き上げと連携に
よる賑わいの創
出

２．歴史資源の
利活用の推進

歴史的資源等の磨
き上げ、観光振興
の促進

新規 観光案内の強化

現在、青谷上寺地遺跡展示館が
あり、その他の文化施設ともス
タンプラリーなどを実施してい
るが、観光、産業面での連携が
少ない。

青谷上寺地遺跡整備と町内観光
拠点・施設及び道の駅気楽里な
ど、他の地域資源へ繋ぐ交流人
口を確保する

総合支所
青谷町観光協会
青谷町ガイド
ネットワーク
青谷ようこそ館

①青谷上寺地遺跡の展示施設と観光、産業、
特産品等を結ぶ、ツアールートの設営
②各施設等を巡る御朱印ツアー等のイベント
企画・実施
③観光案内看板の設置
④観光パンフレットの作製
⑤レンタサイクルの活用

青谷上寺地遺跡の整備に伴い、既存の観光資源（山
陰海岸ジオパークのジオスポット、日本遺産北前船
寄港地など）を有機的に連携させ、短期滞在型の企
画、イベント等を展開する。これにより、ストー
リー性の高い地域資源活用を確立し、交流人口の増
加を図ることによる、相乗的な賑わいと経済効果を
高めていく。

①ツアールートの設営。
②御朱印ツアー等のイベ
ント企画・実施。
③観光案内看板の設置。
④観光パンフレットの作
製。
⑤レンタサイクルの活
用。

地域振興課

12

Ⅲ 地域資源の磨
き上げと連携に
よる賑わいの創
出

３．伝統産業の
活性化

青谷因州和紙の産
地強化 継続

因州あおや楮紙手すき
和紙保存会の活性化と
因州和紙のPR、産地
イメージアップ

因州和紙は、近年手すき和紙事
業者が激減し、産地としての存
続と後継者の育成が喫緊の課題
となっている中、「因州青谷こ
うぞ紙手すき和紙保存会」が、
平成27年度活動を再開した。

因州あおや楮紙手すき和紙保存
会の活動活性化と因州和紙の
PR、産地イメージアップ

総合支所
青谷地域にぎわ
い創出実行委員
会

青谷因州和紙産地強化事業部会を中心に事業
を実施する。
①市内イベントや道の駅等へのブース設置に
よる因州和紙のＰＲ
②「因州和紙フェスタ＆ひおき収穫祭」の開
催

和紙のワークショップや和紙フェスタなどで、青谷
上寺地遺跡にちなんだ和紙を使った折り紙やちぎり
絵などを製作することにより、青谷上寺地遺跡と因
州和紙のPRを図る。

道の駅等青谷町外で、年
１回以上のイベント実施
し、因州和紙をPRす
る。

地域振興課
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Ⅲ 地域資源の磨
き上げと連携に
よる賑わいの創
出

４．商工業・地
場産業の振興

商店街の再興 新規
駅前商店街の賑わい創
出

駅前に青谷上寺地遺跡展示館が
あるが、地元商店街とのつなが
りや連携が活発であるとは言え
ない。

駅前一帯のイメージアップを図
るとともに、青谷上寺地遺跡訪
問者を駅前商店街へ誘導するこ
とによる活力の創出

総合支所
まちづくり協議
会
事業者

①駅前一帯のイメージアップを図る（例：駅
前の複数個所のマンホールを青谷上寺地遺跡
デザインにする、青谷上寺地Tシャツ、ジャ
ンパー作成・着用など）
②青谷上寺地遺跡から駅前への訪問者誘導
（例：青谷上寺地遺跡から駅前までの歩道を
カラー舗装化し、道しるべなどを設置するな
ど）

青谷駅前商店街のイメージアップを図るとともに、
青谷上寺地遺跡から駅前商店街への動線を明確化し
て訪問者を誘導し、沿線商店の活力と賑わいを創出
する。

①駅前一帯のイメージ
アップ施策を実施する。
②青谷上寺地遺跡から駅
前商店街への誘導するた
めの施策を実施する。

①地域振興課

②産業建設課
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Ⅲ 地域資源の磨
き上げと連携に
よる賑わいの創
出

４．商工業・地
場産業の振興

青谷ようこそ館の
活用

継続
青谷ようこそ館を活用
した地域特産物販売の
拠点整備

指定管理者により農産物販売、
軽食販売などが行われている
が、利用者の低迷と生産者等と
の繋がりが弱体化している。

青谷ようこそ館の飲食スペース
を充実させることで集客を図
り、地域特産物販売の拠点とす
る

総合支所
指定管理者

指定管理者と協力し、新商品を開発し、飲食
の提供や加工品、地域特産品の販売等、積極
的な経営展開を図る。

青谷上寺地遺跡の訪問者を青谷ようこそ館に誘導
し、食事等を提供するとともに、地域の特産物をPR
することで販売促進、販路拡大を図る。

地域特産の新商品を開発
する。

産業建設課
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Ⅲ 地域資源の磨
き上げと連携に
よる賑わいの創
出

５．農林漁業の
付加価値の向上

農林水産物の振興
対策

新規 農林水産物の振興
青谷上寺地遺跡訪問者へ特産物
を機能的にPRする体制は整って
いない。

地域の農林水産物振興
総合支所
生産者

①地域の特産品（梨、びわ、しいたけ、海産
物など）の販売促進
②米、梨、シイタケなどの栽培・収穫体験、
施設見学イベントの開催
③農林水産業の担い手の育成

青谷上寺地遺跡関連イベントで地域の特産物をPRす
ることで販売促進、販路拡大を図る。また、青谷上
寺地遺跡訪問者や町外在住者なども絡めた形で農業
に触れる体験を実施し地域の農林水産業の魅力を伝
え、次世代の農業の担い手の候補として誘う。

①イベントの機会を捉え
て、地域特産品の販売や
チラシ配布等のPRを行
う。
②栽培・収穫体験、施設
見学イベントを実施す
る。

産業建設課

16

Ⅲ 地域資源の磨
き上げと連携に
よる賑わいの創
出

６．青谷高等学
校の魅力創造

青谷高校生徒の地
域イベント参画及
びボランティア活
動への支援

継続
青谷高校生による青谷
上寺地まつりのイベン
トの企画・運営

「あおいち」でのボランティア
活動等を通じて、青谷高校生が
地域との連携を深め、地域振興
にも貢献している。

ボランティアとして参加するだ
けでなく、高校生が企画したイ
ベントを実施する

総合支所
青谷高等学校

青谷上寺地まつりイベントの参画、各種ボラ
ンティア活動を行う。

青谷上寺地遺跡関連イベントを実施するにあたり、
高校生がイベント企画の役割を担い、地域と連携し
て取り組んでいく。

イベント企画1回以上。 地域振興課
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Ⅲ 地域資源の磨
き上げと連携に
よる賑わいの創
出

６．青谷高等学
校の魅力創造

「青谷学」「課題
探究」と連携した
青谷特産物商品の
開発及び販売

新規

青谷高校生が発案した
青谷の特産物等を利用
した商品の地元企業や
NPO法人、団体等と
協力した開発及び販売

高校生が「青谷学」「課題探
究」で取り組んだ成果は、一部
商品化に結び付いているものも
あるが、十分に活かしきれてお
らず、対外的にPRする機会が少
ない。

青谷上寺地遺跡で栽培された古
代米を利用した商品、因州和紙
等関連の商品を青谷高校生と協
力して開発、販売する

総合支所
青谷高等学校
事業者

青谷高校生が考案した青谷上寺地遺跡関連の
グッズ、お土産、青谷町内の特産物（因州和
紙、鮮魚、農産物等）を利用した商品等を事
業者等と連携して試作・販売を行う

青谷上寺地遺跡を積極的にPRするとともに、「青谷
学」「課題探究」の成果をひろく内外にPRし、青谷
高校のイメージアップを図る。

年に1品以上のデザイン
企画による検討会を開催
し施策品作製に取り組
む。令和7年度までに1
品以上の商品化を目指
す。

地域振興課
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Ⅲ 地域資源の磨
き上げと連携に
よる賑わいの創
出

７．地域資源の
磨き上げ

地域資源のPR 新規
地域資源の情報発信の
強化

青谷地域を紹介するパンフレッ
ト等は多彩に作成され、主要な
施設等で提供されているが、地
域のさまざまな資源の魅力をま
とめたPR動画は作成しておら
ず、動画による情報発信は行っ
ていない。

地域動画を作成し、動的PRを行
うことにより、より情報の伝達
力を高め、青谷町訪問者のリ
ピーター化と賑わいの創出を図
る

総合支所
青谷町観光協会

①観光・地域の魅力PR動画を作製し、青谷
上寺地遺跡ガイダンス内で上映する
②道の駅や庁内関係各所での放映、
TouTubeやSNSへの掲載等、効果的なPR
の展開

青谷上寺地遺跡の訪問者に地域のさまざまな地域資
源の魅力を情報提供することにより、地域へ再度の
訪問客を誘う。

PR動画を作製し、ガイ
ダンス施設内で上映す
る。

地域振興課
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Ⅲ 地域資源の磨
き上げと連携に
よる賑わいの創
出

７．地域資源の
磨き上げ

地域資源のPR 新規
青谷上寺地遺跡デザイ
ンの地紋紙の導入検討

鳥取市では、全市で統一の「風
紋」の地紋紙が使用されてい
る。

青谷上寺地遺跡をデザインした
台紙による各種証明発行の検討

総合支所
青谷上寺地遺跡の地紋紙について、市役所内
関係各課と協議を行いながら、デザイン化と
導入を検討する

青谷上寺地遺跡の遺物等をデザインした青谷支所オ
リジナルの台紙で各種証明を発行することにより、
青谷上寺地遺跡のPRを図り、青谷支所来庁者・青谷
町来訪者へのイメージ戦略を展開する。

オリジナル台紙導入実現
に向けて、初年度に関係
各課と検討に入る。

市民福祉課
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Ⅲ 地域資源の磨
き上げと連携に
よる賑わいの創
出

７．地域資源の
磨き上げ

卓球のまちづくり 継続 卓球のまち青谷の復活
青谷高校卓球部員及びOBによる
卓球教室や青谷オープン卓球大
会を開催している。

卓球に触れあう機会や、参加し
やすい卓球イベントの検討

総合支所
青谷オープン卓
球実行委員会
各種団体

卓球のまち青谷の復活を目指し、卓球人口比
率の向上を図る。
①青谷オープン卓球大会・卓球教室の開催
②出張卓球講習会
③卓球に親しむためのイベント開催

青谷上寺地遺跡展示ガイダンス施設オープンに関連
した卓球大会の開催

出張卓球講習会やイベン
ト開催

地域振興課

21
Ⅳ 安全な生活環
境の整備による
安心の創出

１．地域の安全
環境の整備・向
上

道路整備 新規 道路整備

随時又は計画的な道路設備、安
全設備の維持修繕は行われてい
るが、青谷上寺地遺跡への案内
表示板等は設置されていない。

生活の利便性の向上と安全対策
総合支所
県、公安委員会
等

①青谷上寺地遺跡への道路案内、道路標識等
の新設の検討
②市道の補修
③街路灯、防犯灯の更新
④歩道等の安全対策

青谷上寺地遺跡施設までの道路案内、道路標識等を
新設し、訪問者が山陰道、国道から安全に訪問でき
るよう整備する。また、訪問者と地域住民の交通安
全にも配慮した整備を行う。

案内看板等の施設を整備
する。

産業建設課

22
Ⅳ 安全な生活環
境の整備による
安心の創出

２．住民防災意
識の向上と組織
育成

地域防災力向上 新規
避難所運営を視野に入
れた地域の防災組織育
成

新型コロナウイルス感染症拡大
防止対策のため、指定避難所収
容人数が制限される中、大規模
災害時等の地域での避難所自主
運営など、自主防災組織の必要
性が高まっている。

各地域の防災組織が避難所を自
主運営する体制の確保

総合支所
自主防災会等

①防災リーダーの育成
②自主防災会の組織強化
③実行性のある地区単位での自主防災組織の
結成
④自主防災組織の育成と強化

大規模災害の発生時に、住民、施設管理者、市の３
者が連携して、避難所の開設から運営までを円滑に
実施するよう、自主防災組織の体制づくりを行う。

各地区で避難所の自主運
営が出来る自主防災組織
の確立。

地域振興課

23
Ⅳ 安全な生活環
境の整備による
安心の創出

３．生活弱者等
の安全環境の構
築

住民のつながり強
化

継続
生活弱者の見守り体制
強化と居場所づくり

生活弱者に必要な情報が十分伝
わっておらず、生活できなくな
る直前に支所等に支援を求めら
れる事例が散見される。また、
生活弱者を対象とした居場所は
作られつつあるものの十分とは
言えない。

『孤立』を防ぐ体制の充実

総合支所
民生児童委員

関係団体

①避難行動要支援者支援制度を活用した見守
り体制の充実
②”居場所”を運営する団体の設立・育成支
援
③『孤立』しそうな世帯を事前に把握・支援
する体制の検討
④外出の動機づけ

青谷上寺地遺跡を中心に据えたまちづくりに取り組
もうとしている中、まずボランティア等に関わる地
域住民が、安心していきいきと生活することができ
る環境をつくり、青谷地域の安全性をアピールする
必要があり、”安心”、”つながり”という面での
充実を図る。

避難行動要支援者登録台
帳への登録の増加。
今連携の取れている居場
所づくりの団体を、ふ
わっとカフェの会を軸
に、いきいきサロンなど
も巻き込んでネットワー
ク化する。
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Ⅳ 安全な生活環
境の整備による
安心の創出

４．健康・福祉
の充実

子育て世代への支
援充実

新規
「青谷上寺地遺跡子育
て応援パスポート」の
導入

青谷地域の住民にとっては、
県・市が発行する子育て支援パ
スポートを使える場所が非常に
限定的。

「青谷上寺地遺跡子育て応援パ
スポート」の導入

総合支所

①関係部署との協議調整しながら導入可能な
制度の設計
②設計された制度に基づく協賛店への協力要
請
③カード発行
④住民へのカード取得・利用促進

青谷上寺地遺跡を冠に掲げる「子育て応援パスポー
ト」を発行し積極的に利用していただくことによ
り、「青谷に住んでよかった」とより感じていただ
くとともに、青谷町の地域資源のPR、子育て世代を
地域全体で応援をしていくという機運の醸成等を図
る。

実現に向けて、初年度に
関係各課と検討に入る。
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Ⅳ 安全な生活環
境の整備による
安心の創出

４．健康・福祉
の充実

観光資源を生かし
た健康食の開発と
普及

新規
青谷上寺地遺跡にちな
んだ新しい健康食の開
発と普及

鳥取市食育推進員会青谷支部の
活動は伝達講習が中心であり、
活動の場が限定的で会の認知も
十分進んでおらず、会員確保等
が課題となっている。

弥生人も食べていた食材を使っ
た健康食の開発と普及

総合支所
鳥取市食育推進
員会青谷支部

①新しい健康食の開発支援
②地区・集落等での調理講習会の開催支援
③支所だより等での健康食のPR

地域住民の健康維持・増進に非常に重要な役割を
担っている鳥取市食育推進員会青谷支部に、青谷上
寺地遺跡にちなんだ健康食を開発・普及していただ
くことにより、青谷上寺地遺跡の認知度向上、支部
の魅力向上・活性化、遺跡に関連する事業に従事す
るボランティアを含む地域住民の健康維持・増進等
を図る。

健康食を開発し、商品化
する。
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Ⅳ 安全な生活環
境の整備による
安心の創出

４．健康・福祉
の充実

日常生活に運動を
取り入れる環境の
充実

継続
ウォーキングイベント
等の開催

青谷地区の健康づくり地区推進
員会では健康ウォークを実施し
ているものの、参加者は非常に
限定的となっている。

青谷上寺地遺跡を含む観光コー
スを活用したウォーキングイベ
ント等の開催

総合支所
青谷町健康づく
り地区推進員会
各種団体

①新たなウォーキングコースの設定
②コース案内看板の設置
③ウォーキングイベント等の開催
これらを関係団体と連携して進める
④あおや健康ポイント制導入

青谷上寺地遺跡を含むウォーキングイベント等を開
催することにより、青谷上寺地遺跡のより一層の認
知度向上・来訪者の増加等を図るとともに、この
コースを地域住民等に日ごろから活用いただくこと
により遺跡に関連する住民の理解を高め、事業に従
事するボランティアを含む地域住民の介護予防、健
康活力増進等を図る。ウォーキングコースの設定に
おいては、ジオトレイルとの連携を図ることで、青
谷地域住民だけでなく、来訪者にも魅力あるコース
づくりを図り、健康増進と交流増進に努める。

あおや健康ポイントカー
ド加入者登録数500人を
達成する。
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